
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  令和７年度第１回伊勢崎市子ども・子育て会議 

開 催 日 時 
 令和７年１１月１７日（月） 

午後２時００分から午後３時００分まで 

開 催 場 所  市役所東館３階 災害対策室 

出 席 者 氏 名 

 

【委員】 

平林委員、齊藤委員、櫻井委員、鈴木委員、町田委員、関根委

員、柳澤委員、新井委員、本多委員、小暮委員、佐野委員、監物

委員、森村委員、黒澤委員、荻原委員、水谷委員、清水委員、 

西川委員、長沼委員 

 

【市職員出席者】 

井田福祉こども部長、山本福祉こども部副部長、森村子育て支援

課長、諏訪課長補佐、岡本係長、髙橋主査、谷主査 

こども保育課 工藤係長、細野係長 

 

傍 聴 人 数 ０人（公開） 

会 議 の 議 題 

 

（１）子ども・子育て会議の概要について 

（２）子ども・子育て支援事業計画の概要について 

（３）乳児等通園支援事業(こども誰でも通園制度)について 

 

会 議 資 料 の 内 容 

 

資料１ 子ども・子育て会議の概要 

資料２ 子ども・子育て支援事業計画について 

資料３－１ 乳児等通園支援事業(こども誰でも通園制度)につい 

      て 

資料３－２ こども誰でも通園制度(事業者向けリーフレット)  

別 冊 第３期子ども・子育て支援事業計画本編及び概要版 



会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

 

会議の経過は以下のとおり 

 

≪１．開 会≫ 

（事務局）開会及び会議の出席者の報告 

 

 

≪２．会長・副会長選出≫ 

（事務局）互選の方法について意見はあるか。 

（委 員）事務局一任の発言。 

（事務局）事務局案として、会長に東京福祉大学保育児童学部教

授の佐野委員、副会長に伊勢崎市区長会副会長の監物

委員を提案。 

（委 員）承認の拍手 

（事務局）拍手多数により事務局案で決定したことを報告。 

（会 長）挨拶 

（副会長）挨拶 

 

 

≪３．議 事≫ 

（１）子ども・子育て会議の概要について 

（事務局）資料１について説明 

 

（２）子ども・子育て支援事業計画の概要について 

（事務局）資料２について説明 

 

(会長) 

現在は３期計画を進めているという認識で間違いないか 

 

（事務局） 

はい。 

 

(会長) 

ニーズ調査を実施したが具体的な計画のようなものはどうなって

いる。 

 

 (事務局) 

３期計画は令和７年３月に策定してそちらに沿って事業を進め

ている。来年の２月にも２回目の会議を予定しているがそちらで

計画の進捗を報告したい。 

 

 (会長) 

現在の計画は進行中であり２月頃まで進めたタイミングで見直し

をするということか。 

 

 (事務局) 

はい。 

 

 

 



（３）乳児等通園支援事業(こども誰でも通園制度)について 

（事務局）資料３について説明 

 

（委員） 

この事業の問題点としてまずこども誰でも通園制度(以下、通園

制度)に関しての情報量が非常に少ない。また、今実施している一

時預かりの事業とほぼほぼ同じなので非常にやりにくい。更にこ

の事業のために１人確保しなければいけないという所が問題点と

してある。 

５月に養成校の方々と意見交換をしたが今年度で幼児教育科を

閉めるといったところもあれば定員がほぼほぼ満たないところも

多かった。保育士の成り手不足の状況の中で１人確保する、さら

に月１０時間で何が出来るのかというと何もできない。先ほど事

務局からの説明で良質な保育環境の提供とあったがそもそも良質

な保育環境とは何か、子どもの育ちと考えるとある程度の連続性

が必要で月１０時間しか来れないと１日５時間利用するとしたら

２日しか来れない。その中で何ができるのか、慣れない環境で短

時間だけ過ごすのでは子どものためにならないと思う。 

自治体によっては月１０時間という制限を伸ばしているところ

もあるそうで出来れば定期的に通ってもらえるほうが子どもに

とっても保護者にとっても使いやすい制度になるのではないか。 

また、今ある一時預かりと通園制度は一つにまとめてもらった

ほうが事業者としても助かるし保護者にとってもここまでは一時

預かりでここからは通園制度を利用して…だと分かりにくいので

その辺りの整理が大事になってくるのではと思う。伊勢崎市とし

てはどのような形で進めていく絵を描いているのか意見を聞かせ

てほしい。 

 

(会長) 

前回も情報量については非常に重要であると話していたが、

様々な会議でこれだけ多くの人が集まって意見が出ているのに実

際に届いている量は少ないと思う。ゼミの学生が保護者に制度等

について聞いても知らないと言われることも多かったと聞いてい

る。今日は保護者の方も見えているのでこういった情報がどこか

ら入ってくるのか、もっとこうしてほしいとかご意見を聞きた

い。 

 

(委員) 

小学４年生になる娘がいるが彼女が保育園に通っている時は保

育園の先生や公民館で情報を得ることが多かった。最近はインス

タグラムで情報を得られるが積極的に情報を取りに行かないと難

しいと思う。今は育成会の役員をやっていて公民館に行く機会も

あるのでそこで情報収集をしている。 

 

(委員) 

通園制度はこの会議に参加して初めて知った。先ほど市の広報

等で周知を図っているとの話だったがあまり見ない方もいるので

はないか。例えば子どもが小さい時なら何ヵ月検診等があると思

うのでそういった場で配布する資料の中に入れたり先ほどの話で

も出たように公民館や児童館で配布する方法もあるのではない



か。 

 

(会長) 

ホームページには詳細が記載されているかもしれないが0歳や３

歳未満といった忙しい時期に確認するのは難しい。情報を取りに

行かないと言ってしまえばそれまでだが、情報を手に入れやすい

乳児検診や公民館に行かない保護者も一定数いると思うので皆が

共通して行くところで情報が得られると良い。 

 

(委員) 

私の園では一時保育をやっているが何年か前に明日預けられる

かといきなり問い合わせが来たことがあった。現場としては事前

に児童の聞き取りをしなければ特性に合わせた保育が出来ない。 

通園制度が保護者全員に知れ渡った時に怖いのが先程の例のよ

うに電話したら次の日から預けられると思う保護者が増えること

だ。6か月の子どもから預けられるので保護者からしたら小さいか

ら大丈夫と思うかもしれないが、そうではなく小さい子の方が危

ない。国から来た件なのであまり事務局を責めないで欲しいが市

も保育園も手探りながら少しずつ進めていっているところだ。 

 

(会長) 

どうやって情報共有していけばいいかを皆で考えたい。 

 

(委員) 

そうは言ってもどんな保護者が預けてくるか分からないのであ

まり情報共有したくない。 

 

(会長) 

国から来た制度ではあるが情報共有して、必要な情報を保護者

に正しく教える必要があると思う。手探り状態で苦労していると

思うがここは話し合いの場だと思うのでどうすれば正しい情報を

伝えることができるのか、各所属の代表の方が来ているので事務

局の方から事業内容を伝えるだけでなくどのようにすれば良いか

を委員に投げかけてみてもいいのではないか。どうすればこの制

度をより活用出来て預かる側も預ける側もその地域も良い方向に

行けるだろうか。 

 

(事務局) 

会長の仰る通りだが全ての子どもの巣立ちと共に良質な保育環

境に寄与するという目的のもと給付制度として制度化された通園

制度だが委員の指摘のとおり課題が多いのが現状。 

情報量が少ないとの話があったが情報の提供は需要に繋がるの

で供給量を考慮して行わなければならない。受け入れ体制が十分

でないにも関わらず宣伝をするのは事務局としては心苦しい。今

年度から各施設と調整の上進めているが事業の利用が増えていく

のであれば情報量も増やしていくべきだと思うのでバランスをと

りながら令和８年度以降進めていきたい。 

 

(会長) 

 今は５施設？ 



 

 (事務局) 

 そうです。 

 

 (会長) 

 通園制度が使える１日あたりの利用者数は？ 

 

(事務局） 

公立は定員が３名、民間も同じく３名。 

 

(会長) 

１日５，６名位なら伊勢崎市内で使えるということ？ 

 

(事務局) 

そうです。 

 

(会長) 

すごく少ないということ？ 

 

(事務局) 

そうです。 

 

(会長) 

今後増やしていく予定はあるか？ 

 

(委員) 

私立保育園会に聞いてみれば手を挙げるところもあるのではな

いか。ただ、最初だけ補助金を出して事業者が揃ってきたら減額

されたこともあったので経営者としては怖い。 

 

(事務局) 

現状、通園制度では０歳児１時間が１３００円で１歳児が１１

００円、２歳児が９５０円でこれを原資として行っているが、長

期で見ると条件は徐々に厳しいものになっていくのは間違いない

と思う。バイト代にも満たない料金で保育士を１人雇ってもらい

事業を実施していくことは私たちとしても事業者に強制は出来な

い。 

 

(委員) 

事務局から説明があったとおり１人雇うにはそれに見合った収

入が見込まれないと継続的に実施することは難しい。現状の１日

３名ではとてもじゃないが釣り合わない。 

以前出た研修で知ったが大阪に事業を実施している園でも１０

０万単位の赤字が年間で出ている。人口が多く人数も多い園だか

らそこも吸収できるかもしれないが２１万人位の都市でそれを

やったとして、伊勢崎市の給付費の単価では賄えない。そうなっ

てくると非常に厳しいし保育需要が高いということはそもそも潜

在的な利用者が少ないことが見込まれる。そんな状況で事業を実

施しようとしても手を上げ辛いといった意見も多い。 

先ほどお話したとおり子どもの育ちをどうやって保障するのか



がこの制度だと担保できない。育ちの連続性や教育課程はどう

か、来る来ないが分からない人に対して保険はどうかければいい

のか。他の方も言っていた通り危険と隣り合わせなので安全確保

を第一に考えて…等色々考えるとおいそれとやりますと言えるよ

うな制度では無いと思う。 

 

(会長) 

厳しい制度との印象を受ける。葬式等の突発的な出来事に対す

る事業としてニーズもありそうだが市も同様の考えか？ 

 

(事務局) 

当初から厳しいと思っている。 

 

(委員) 

今年から始まった制度で情報も集まっていないがPRするのであ

れば産婦人科とかでポスターを貼ったりするのも手だと思う。 

 

(会長) 

病院で産まない方もいるが大体の方は病院を利用するので母子

手帳の交付の時に教えたり小さくても良いから他に交付する資料

と一緒に渡しても良いと思う。知ってもらうことが大切だが現場

としては考慮することが多く負担になるのも分かる。 

今回は新しく始まった事業としての紹介だったが次回ではどん 

な具合いなのか現場の先生の意見を聞かせてほしい。 

 

(委員) 

会長の発言にあった冠婚葬祭で預けたいというのは一時預かり

で対応が出来る。その上での通園制度なのでなんのためにやるの

かをまず考えるべきだと思う。 

 

(会長) 

一時預かりについても通園制度についても母子手帳を渡す際や

ポスターを貼る等方法は色々とあるのでまずは保護者に情報を伝

えてもらい、通園制度については制度が始まったばかりで行政も

預かる方も試行錯誤しているが保護者も両者の違いが分かってい

ない部分もあると思うので情報だけは保護者に伝えてもらいた

い。 

通園制度は今後の検討課題にしてもらい各団体を代表する方が

来ているので活動の中で制度の不具合や保護者の反応を知ること

が出来たら集約して次回の会議の時に現状と改善策を話し合って

いきたい。 

 

≪４．その他≫ 

 

（事務局） 

次回の会議は令和８年２月上旬を予定している。正式な開催通

知は後日送付する。 

 

≪５．閉 会≫ 

 


